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①ひとをつくる　　　 ―　多くの社員が地域社会で活躍する人材輩出企業となる。　

―　営業所を中心にした住みよいまち田中実業タウンを創造する。

     共に成長発展する企業となる。

④新見を元気に　　　―　新見市の経済を牽引し域内経済の好循環を作り出す。

　　化石燃料中心の業態から転換していくことを目指し、

　　従業員に環境経営方針を周知し、継続的な改善に努めます。

　　１．二酸化炭素排出量の削減を推進します。

　　　

　　２．廃棄物削減と分別処理を推進します。

　

　　３．水使用量の削減を推進します。

　

　　４．石油類やＬＰガスを適正に管理・貯蔵します（化学物質の管理を含む）。

　　５．省エネ製品の提案に努め、お客様のエネルギー使用量を削減します。

　　６．環境関連法規等を遵守します。

環境経営方針
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Ⅰ．経営理念・ミッション－ビジョン・環境経営方針

                       2019年4月3日制定

                       田中実業株式会社　代表取締役社長　田中康信

経営理念

地域を支える企業集団として、事業に関わるすべての人の幸せを追求します。

事業を通じ高い人間性を養い、地域で活躍できる人となります。

ミッション－ビジョン

―　高い提案力と経営力を有し多くの取引先から信頼され、③なかまをつくる

②まちをつくる　　　



（１） 事業者名

田中実業株式会社　代表取締役社長　田中康信

（２） 所在地

本社・新見営業所（ＬＰガス・石油製品） 〒718-0013　岡山県新見市正田270

新見ＳＳ 〒718-0011　岡山県新見市新見311

ワタナベキカイ 〒718-0003　岡山県新見市高尾2471-8

岡山営業所（ＬＰガス・石油製品） 〒701-0151　岡山県岡山市北区平野825

後楽園ＳＳ 〒703-8255　岡山県岡山市中区東川原211-8

津山営業所（ＬＰガス・石油製品） 〒708-0841　岡山県津山市川崎1940

津山インターＳＳ 〒708-0842　岡山県津山市河辺926

真庭営業所（ＬＰガス） 〒717-0013　岡山県真庭市勝山779

※後楽園ＳＳは2023年6月末に閉鎖

（３） 事業内容

LPガス・石油製品（燃料油・潤滑油）の卸及び販売、生コン・セメントの販売、

ガソリンスタンドの運営、人材紹介サービス、保険サービス、農業サービス

（４） 環境管理責任者及び環境推進責任者及び環境事務局

環境管理責任者　取締役部長　定岡重人 ＴＥＬ：0867-72-8555

環境推進責任者　取締役新見営業所長　薮木健之 ＴＥＬ：0867-72-2516

環境推進責任者　取締役岡山・津山営業所長　土井研二 ＴＥＬ：086-293-3555

環境推進責任者　真庭営業所長　宮崎伸一 ＴＥＬ：0867-44-4406

環境事務局　児谷和徳 ＴＥＬ：0867-72-3445

（５） 設立

１９３１年５月

（６） 資本金

１，０００万円

（７） 事業の規模（２０２３年６月期）

売上高　４７億４，１８７万円 従業員数　９８人

（８） 対象範囲

登録範囲：上記（3）事業内容と同じ

人員 登録月 人員 登録月

本社 14人 2020年10月 岡山営業所 23人 2022年9月

新見営業所 16人 2020年10月 後楽園ＳＳ 4人 2022年9月

新見ＳＳ 4人 2020年10月 津山営業所 21人 2022年9月

ワタナベキカイ 6人 2022年9月 津山インターＳＳ 5人 2022年9月

※人員にはアルバイト・パート数を考慮 真庭営業所 5人 2022年9月

対象組織 事業活動

全社の活動統括
人材紹介サービス

ＬＰガス・石油製品の卸及び販
売

ガソリンスタンドの運営、石油製
品の販売
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Ⅱ．組織の概要及び対象範囲

対象組織

ＬＰガス・石油製品の卸及び販
売、生コン・セメントの販売

ガソリンスタンドの運営、石油製
品の販売

農業・林業機械のメンテナンス・
販売・修理

ガソリンスタンドの運営、石油製
品の販売

ＬＰガスの卸及び販売

事業活動

ＬＰガス・石油製品の卸及び販
売



　　

Ⅲ．実施体制
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１． 中期目標 ※各年度の期間：7月～翌年6月

kg-CO₂

対基準

kＷｈ

対基準

Ｌ

対基準

Ｌ

対基準

Ｌ

対基準

kg

対基準

㎏

対基準

㎏

対基準

㎥
対基準

件
対基準

ベンゼン kg
エチル
ベンゼン kg
キシレン kg
トリメチル

ベンゼン kg
トルエン kg
ノルマル
ヘキサン kg
メチルナ
フタレン kg

注1）

※いずれも2021年度実績の調整後排出係数

注2）

注3） 2021年度より営業活動における省エネガス製品への燃料転換件数を目標値に設定。

注4） 2021年度より化学物質の適正な管理と数値の把握を目標に設定。

→上記実績データは参考値であり、数値目標は設定しない。

35,048

　

灯油
使用量削減
液化石油ガス
使用量削減

-4%

177,634
126,577
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電力使用比率（概算）：中国電力29％、アストモスエネルギー69％、ウエスト電力2％

14,07614,663
-4%-2%

14,516 14,370

3,228
　

- -
-

産業廃棄物
排出量削減

28,627 28,341

-1% -2%

-1% -2% -3%

297,906
136,458 - -

-

42,057

21%

-

- - -

-
-

-
43,092 - - -

電力の二酸化炭素排出係数（kg-CO₂/kWh）：中国電力…0.536、アストモスE…0.574、出光電気…0.516

23,482 24,060

197,501 -
148,509

燃料転換
推進

14 17 17 17

305,236

21% 21% 21%

133,182

35,910 -

-

化学物
質の適
正な管
理と数
量の把
握

-3%

　

軽油
使用量削減

-1% -2% -3%
31,258 30,945

　 -1% -3%
30,320一般廃棄物

排出量削減
30,633

3,329
-3%

水
使用量削減

-

56,104
-4%

電力
使用量削減

年度　

　項目
二酸化炭素
排出量削減

539,049

　

ガソリン
使用量削減

2021年度

基準年度
2025年度
（第67期）

2024年度
（第66期）

2022年度
（第64期）

Ⅳ．環境経営目標及びその実績

　 -1%

28,054 27,768

3,296 3,262

55,543 54,982

219,076 216,885 214,694

-3%

　

91,640 90,724 89,807 88,891
-3%

212,504

-1%

-1% -2% -3%

528,268

2023年度
（第65期）

-1% -2% -3%
533,659 522,878

27,482
-4%

30,008

87,974
-4%

-4%
517,487

53,860

17

-1%
54,421

210,313
-4%

-2%

-2% -4%
14,223

540 535 529 524 518

-2%

3,363

-

-4%



２． 活動期間中の運用実績と達成度評価
（１） 運用実績

kg-CO₂

対基準

kＷｈ

対基準

Ｌ

対基準

Ｌ

対基準

Ｌ

対基準

kg

対基準

㎏

対基準

㎏

対基準

㎥
対基準

件
ベンゼン kg
エチル
ベンゼン kg
キシレン kg
トリメチル

ベンゼン kg
トルエン kg
ノルマル
ヘキサン kg
メチルナ
フタレン kg

注１）削減目標の達成度=目標÷実績×100％、増加目標の達成度=実績÷目標×100％
注２）評価欄にて、〇：100％以上、△：95％～100％未満、×：95％未満
注３）化学物質の適正な管理と数値の把握の達成度には、数量比較は反映させない。

→上記実績データは参考値

100.0%
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35,910
177,634 - 197,501
126,577 - 148,509
297,906 - 305,236
133,182 - 136,458
42,057 - 43,092

15.9%
3,363 3,329 3,898

100.0%

85.4%

評価

×
 

〇
　

64.9%

0.7%
軽油

使用量削減
91,640 90,724

　 -1%

52.5%　

　

　
産業廃棄物
排出量削減

28,627

14,663

灯油
使用量削減

540 535 506

水
使用量削減 -1%

14,516

92,237
　 -1%  

 

　 　
〇

  

（第63期）

539,049 533,659 523,567

-1%

〇

 

101.9%
基準年度

2022年度（第64期）
2021年度

56,104 55,543 56,498

期間　

　項目

108.1%

98.3%
-8.4%

 

13,502
-7.9%

105.7%
-6.3%

0.7%

 

液化石油ガス
使用量削減

実績

28,341

-1%

ガソリン
使用量削減

電力
使用量削減

219,076

二酸化炭素
排出量削減

目標

-1%

216,885 200,628

98.4%

達成度

-1%

-1% -2.9%

 

〇
  

×
-7.2%

〇

△

△

  

 
43,649

17

〇

 

107.5%

一般廃棄物
排出量削減

32,026 31,706 29,729 106.6%

14 17
 

-1%

燃料転換

〇

化学物
質の適
正な管
理と数
量の把
握

23,482 - 24,060
35,048 -



グラフ①

【灯油／新見の増加に関する考察】
エアコンから灯油ストーブに切り替えた新見SSでの純増が、大きく影響している。
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グラフ③
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（２） 運用実績に対する達成度評価

従来からの行動に加え、関連した新しい取り組みも始まっており、意識レベルが向上している。

2021年から取り組みをスタートした拠点（岡山・津山・真庭営業所）においても、

基本的な取り組みが徐々に浸透してきており、全社で営業活動にもリンクさせようとしている。

達成度については、気温や社員数なども影響するため、評価が難しいところもあり。

拠点別達成率　新見：107.1％、岡山：106.5％、津山：110.6％、真庭：104.5％

拠点別達成率　新見：100.7％、岡山：113.3％、津山：89.1％、真庭：68.5％

拠点別達成率　新見：101.6％、岡山：94.2％、津山：101.5％、真庭：108.7％

拠点別達成率　新見：58.7％、岡山：-、津山：使用量0へ、真庭：-％

拠点別達成率　新見：103.9％、岡山：125.3％、津山：101.4％、真庭：-％

拠点別達成率　新見：104.7％、岡山：110.5％、津山：77.7％、真庭：58.7％

拠点別達成率　新見：159.6％、岡山：138.8％、津山：33.1％、真庭：0から有へ

拠点別達成率　新見：84.4％、岡山：86.3％、津山：85.1％、真庭：116.2％

拠点別達成率　新見：140.0％、岡山：60.0％、津山：80.0％、真庭：150.0％

達成度評価

100.0%

どの拠点においても、特に事故やトラブル等も無く、化学物質の適正な管理が徹底
できている。また、数量については販売量に比例するため、単に削減できれば良い
ということにはならないが、きちんと把握できており、データ上も問題ない。
※達成率は、適正な管理と数量の把握がきちんとできているということで100％

空調設備としてGHP（ガスヒートポンプエアコン）を使っている拠点（本社・営業所）
での使用となるが、空調温度の適正化を習慣化できてきていることが功を奏して、
全拠点でオール達成となった。ただ、部署別では、新見営業所（LPGと営業部）で
未達となっており、まだまだ取り組みに課題があると思われる。

100.0%

達成度

108.1%

燃料転換推進

化学物質の適正な
管理と数量の把握
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105.7%

107.5%

エコアクションの取り組みや電気料金値上げへの対応も含め、就業時間外の消灯
推進や間引き照明などが全社的に習慣化。全拠点でオール達成となった。新見Ｓ
Ｓで冬季暖房をエアコンから灯油ストーブに切り替えたり、本社で残業を大幅に削
減したり、津山ＳＳでピット作業を無くしたことなどが原因。

営業や配達業務での動きが活発だったか否かによるところが大きく、達成が一概に
良いこととは言い切れない。岡山営業部では、特に灯油の配達が減り前年比76％
の使用量に、津山と真庭のLPGでは、営業人員の増加等で活動が活発化し、使用
量は前年比でそれぞれ、129％と145％に大幅アップした。

配送業務での動きが活発だったか否かによるところが大きく、達成が一概に良いこ
ととは言い切れない。岡山のみ未達という結果で、LPG・営業部ともに配送数量が
増加したことが大きな要因となっている。そんな中でも、配送エリアの見直し等を行
い、使用量削減に努めていることは評価できる。

水使用量削減

可燃物は、ゴミの分別が進んだ本社・新見営業所で前年比84％と改善し、岡山・津
山営業所は横ばい、真庭は前年比168％と大きく増えた。SS等は来客ゴミも対象だ
が、変動は少ない。不燃物は、販売量や工事量によるところが大きいが、全社的に
あまり芳しくなかったため、排出量の削減が進んだ。

LPGはリフォームなどの工事、営業部やSSはオイル交換等の作業に起因する部分
が大きい。毎月定期的に出る物は少なく、溜めてから一気に廃棄するものも多いの
で、そのタイミングで年間排出量にも差が出ている。よって前年比との比較は難しい
が、マニフェストを発行した適切な廃棄処理はできている。

真庭以外の全拠点で大幅に増加している。その原因を検証しているが、特に新見・
岡山・津山の各営業所において、日常的な水の使用に大きな変化はないと思われ
るため、漏水等の可能性も視野に入れながら、原因究明を図りたい。真庭において
は、節水意識の高まりに伴い、前年比85％の使用量となっている。

灯油・電気製品からガス製品への切り替えを中心に営業推進し、全体では目標に
対してちょうど100％となった。新見・真庭で達成、電化が進み市場間競争も高い岡
山・津山で未達となっている。会社の業績にも大きく影響を及ぼす営業推進活動に
なるので、引き続き全社で取り組みを強化してしていく。

85.4%

106.6%

64.9%

一般廃棄物排出量削減

冬季暖房がメインだが、津山（SS）で使用を止めたため、現在は新見のみ。従来か
ら使用中のワタナベキカイは、前年比91％と削減できたが、エアコンから灯油ストー
ブに切り替えた新見SSでの純増が、新見の達成率の低さに影響している。冬季暖
房について、エアコンとストーブのどちらが良いか、検証を進める。

産業廃棄物排出量削減

98.3%

98.4%

電力使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

灯油使用量削減

エコアクション21の取り組みが4年目を迎えた新見（本社・新見営業所）では、

液化石油ガス使用量削減



　 責任者

　

　

　

　

　

　

　

　 　　　　　　　　

車内にエコドライブ推進を書いたシールを貼り、徹底を
図る。

設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節を
行うよう、声掛けにより徹底を図る。

2022.7～2023.6

日々の営業活動の中で、お客様の状況に応じて商品
やサービスを提案する。

　　

2022.7～2023.6

2022.7～2023.6

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進

水使用量の削減

一般・産業廃棄物排出量の削減

スケジュール達成手段（具体的取組内容）

2022.7～2023.6

2022.7～2023.6

エアコン等のスイッチ周りに設定温度を書いたシール
を貼り、徹底を図る。 2022.7～2023.6

設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節を
行うよう、声掛けにより徹底を図る。

電力使用量の削減

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃）

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進

・顧客への省エネ商品の提案

2022.7～2023.6

2022.7～2023.6

2022.7～2023.6

・タイヤ空気圧チェックの習慣化

石油類やＬＰガスの適正な管理・貯蔵
　（化学物質の適正な管理と数量の把握を含む）

各種法令やSDSに則った運用を遵守することにより、
石油類やＬＰガスの適正な管理・貯蔵、化学物質の
適正な管理と数量の把握の徹底を図る。

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進

2022.7～2023.6

水道の蛇口周りに節水を呼び掛けたシールを貼り、徹
底を図る。

液化石油ガス使用量の削減

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃）
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2022.7～2023.6

・アイドリングストップの実施 車内にエコドライブ推進を書いたシールを貼り、徹底を
図る。

声掛けにより徹底を図る。

2022.7～2023.6

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃）

灯油使用量の削減

声掛けにより徹底を図る。

軽油使用量の削減

・アイドリングストップの実施

・エコドライブの実施

・LEDの導入及び間引き照明の実施

ガソリン使用量の削減
車内にエコドライブ推進を書いたシールを貼り、徹底を
図る。

・タイヤ空気圧チェックの習慣化

Ⅴ．環境経営計画と達成手段・スケジュール・責任者

2022.7～2023.6

室内に設定温度を書いたシールを貼り、徹底を図る。

声掛けにより徹底を図る。

業務に支障がない程度に照明を間引く。

車内にエコドライブ推進を書いたシールを貼り、徹底を
図る。

[新見]
薮木

[岡山]
土井

[津山]
土井

[真庭]
宮崎

・分別処理の推進

・エコドライブの実施

燃料転換の推進

ごみの分別処理を行うことで、資源化物のリサイクルを
推進する。

2022.7～2023.6

環境経営計画

経営指針発表会でのエコアクション21の
取り組みに関するディスカッション

設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節を
行うよう、声掛けにより徹底を図る。

2022.7～2023.6

室内に設定温度を書いたシールを貼り、徹底を図る。

拠点や部署を超えて現状の取り組み状況を報告し、さ
らにより良い活動にしていくための議論を行うことで、
意識や行動の底上げを図る。

2023.7.23

2022.7～2023.6

・就業前・昼休み等の消灯推進 2022.7～2023.6

2022.7～2023.6

・節水の周知徹底・意識向上



　

　

　

　

　

　

※達成状況欄：◎よくできた　〇まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

■上記を踏まえた環境管理責任者からの提案

目標未達対策…下記に加え、人員体制・営業方法・事前準備等の見直しを行
い、より効率的な活動ができるよう改善を行う。

目標未達対策…下記に加え、人員体制・配送方法・事前準備等の見直しを行
い、より効率的な活動ができるよう改善を行う。

目標未達対策…未達成の原因が漏水によるところが大きいと推測されるため、現
場調査で原因の特定を行い、状況に応じた対策を講じる。

燃料転換の推進

△ 顧客の状況に応じて提案しているが、拠点により達成・未達の差が出ている。新規
開拓も含め、お客様の状況把握に努め、燃料転換営業を推進していく。

拠点や部署、個人により、まだまだ取り組みにおける温度差を感じる。ディスカッ
ション自体は有意義だが、より良い活動に繋げるための内容としては十分とは言え
ないので、高いレベルでの平準化を目指していく。

石油類やＬＰガスの適正な管理・貯蔵
　　（化学物質の適正な管理と数量の把握を含む）

　

〇

一般・産業廃棄物の削減

軽油使用量の削減

・エコドライブの実施

〇

全社的に乱暴な運転は少ないが、稀にクレームが入ることもある。運転に携わる全
社員に今一度エコ運転を徹底して、事故や違反の撲滅を図る。

安全運転を第一に、暖機運転などは必要に応じて行っている状況。。不要なアイド
リングも減ってきているので、引き続き継続していく。

〇

〇

目標未達対策…未達成の原因が一時的な作業（不要物の大量廃棄）によるとこ
ろが大きいため、引き続き下記の取り組みを徹底していく。

設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節はできており、今後も継続して
いく。

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃） △
エアコンのスイッチ周りに設定温度シールを貼ったりサーキュレーターを設置し効
率的に空気の循環を行ったりしているが、徹底が不十分の事業所もあるので、習慣
化に向けさらに啓蒙していく。

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進

〇

・分別処理の推進
ほとんどの拠点において、ある程度きちんと分別し、適正に廃棄できるようになって
いる。より細かい分別が徹底できるよう、運用を強化していく。

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進 〇 設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節はできており、今後も継続して
いく。

評価（今後の取組対策）

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃）

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進

電力使用量の削減

・空調温度の適正化（冷房26℃・暖房23℃）

液化石油ガス使用量の削減　※真庭は対象外

事業所内での意識を高めながら、不要な暖房は切るようにしているが、室温を確認
しながらの調整が、徹底できているとは言い難い。きめ細かいチェックにより、きち
んと運用していく。

〇
就業前や昼休み、人が少ない時間帯については、全社的に徹底できるようになっ
てきている。ただ、一部の人が率先して取り組んでいるところもあるため、全社員へ
の周知徹底を推進していく。

ガソリン使用量の削減

LED照明への切り替えやセンサーライトの導入など、少しずつ増えている。また、間
引き照明については、全社的に推進中。さらなる改善を進めていく。・LEDの導入及び間引き照明の実施

・タイヤ空気圧チェックの習慣化

・アイドリングストップの実施

水道の蛇口周りに節水を呼び掛けたシールを貼り、事業所内で意識を高めながら
習慣化できるようにしており、今後も継続していく。

不要時は切ることも含めたエアコンの室温管理については、全社的に着実に改善
が進んでいる。ただ、一部の人が率先して取り組んでいるところもあるため、全社員
への周知徹底を推進していく。

設定された室温の中で、各自で衣類による温度調節はできており、今後も継続して
いく。

・就業前・昼休み等の消灯推進

水使用量の削減

・節水の周知徹底・意識向上

・アイドリングストップの実施

灯油使用量の削減　※対象は新見のみ

〇

・タイヤ空気圧チェックの習慣化 △ 安全運転を第一に、空気圧チェックについての意識を高めているが、習慣化でき
ているとは言い難い。運転前やSSでの確認など、今一度徹底していく。

△

〇

全社的に乱暴な運転は少ないが、稀にクレームが入ることもある。運転に携わる全
社員に今一度エコ運転を徹底して、事故や違反の撲滅を図る。

安全運転を第一に、空気圧チェックについての意識を高めているが、習慣化でき
ているとは言い難い。運転前やSSでの確認など、今一度徹底していく。

〇

〇

安全運転を第一に、暖機運転などは必要に応じて行っている状況。。不要なアイド
リングも減ってきているので、引き続き継続していく。

△

〇

環境経営計画 達成状況

・エコドライブの実施

〇
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どの拠点においても、エコアクションの取り組みが少しずつ強化されてきているが、まだまだ一部
の人だけで動かしている状況もある。従業員1人1人への浸透を図るために、会社として、拠点とし
て、部署として、対策を考えて実践してもらいたい。また、各拠点の成功事例について、全社に横
展開することで、全社的なレベルアップ・平準化を図りましょう。

特に事故やトラブル等も無く、化学物質も含めて適正に管理・運用できている。ま
た数量もきちんと把握できているので、今後も継続的に取り組んでいく。

経営指針発表会でのエコアクション21の
取り組みに関するディスカッション

Ⅵ．環境経営計画と達成状況及びその評価（今後の取組対策）

・顧客への省エネ商品の提案

△



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

自動車リサイクル法
※適用事業所：SS

フロン排出抑制法
※適用事業所：本社・ガス・営業部・SS

（真庭を除く）

・フロン類の登録回収業者による適切な回収

・水質基準遵守　
・定期水質検査

・危険物保安監督者の選任、届出　
・貯蔵所、取扱所等の表示　
　　
　　
　　

Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価結果

浄化槽法
※適用事業所：本社・SS

廃棄物処理法

〇

・フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3年間）※引取証明書が無いと設備廃
棄罰則（新）
・充てん量、回収量の記録保存（点検整備記録簿）

〇

・引取証明書が30日以内に送付されない場合の知事への報告（解体時90日） 〇

ガソリンの容器詰替え販売における本人確認 〇

・消火設備の定期点検（防火対象物）

当社は環境問題に関し法令違反はありませんでした。また関係機関、利害関係者等からの指摘・訴訟も過去
５年間ありませんでした。今後も引き続き環境関連法令を遵守します。

化学物質排出把握管理促進法（PRTR法）
※適用事業所：営業部・SS

〇

〇

・地下タンクの定期検査 〇

・保管基準
　掲示板：60cm×60cm以上表示、飛散・浸透防止・囲い設置、衛生管理 〇

・マニフェスト交付、管理（回付日記入等）
　・B2、Ｄ票90日（60日）、Ｅ票180日(180日）以内に送付されない場合は30日以内
　　の知事への報告（（）内は特管物の場合）
　・A、B2、D、E票の保管（5年間）　
　・マニフェスト交付状況の報告

〇

〇

〇

・第1種指定化学物質取扱者による排出移動量の県知事への6月末までの報告（年間取扱量1ト
ン以上で従業員21名以上の場合、対象業種：廃棄物処理業、製造業、自動車整備業等）
・性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取、発行（安全データシート）

（事故時措置）　
・油及び有害な化学物質等の流出事故時の応急措置(流出及び浸透防止）と届出（状況
　等）

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認

遵守すべき事項 遵守評価

遵守評価実施日：2023年9月11日

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、書面契約（契約書5年保存）

〇

水質汚濁防止法（瀬戸内法）
※適用事業所：営業部・SS

〇

〇

〇

関連法規

〇

・浄化槽設置届及び使用開始報告
・保守点検及び清掃、記録保存（３年保存）
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・第1種特定製品使用の簡易点検、定期点検・記録・保存、漏洩防止等
・簡易点検：1回／3ヶ月
・定期点検：1回／年

〇

・危険物貯蔵所、取扱所の設置許可
・技術上の基準遵守

消防法

・事故時の措置と届出（通報）

使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し 〇

高圧ガス保安法
※適用事業所：ガス

・高圧ガス容器置場や充てん容器は、容器置場の技術上の基準に従う。
・容器の定期検査 〇

〇



■要 □否

■要 □否

□要 ■否

経営におけ
る課題と
チャンス

【コメント】上記「経営における課題とチャンス」を元に、2023年度より「地域内における
事業の協業化を模索し、効率化と省エネを推進する。」を加える。
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変更の必要性

変更の必要性

変更の必要性

環境経営目
標・環境
経営計画

　
その他

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

【コメント】2023年度より、環境経営目標に「社用車の燃費向上」を加える。営業車や配送
車の走行距離と使用燃料量から割り出した燃費をデータ化し検証する。

【課題】営業エリア内の様々な業種において、後継者不在や人材不足が進んでいる。需要の
減少はもちろんだが、人的要因による事業の撤退や競争力の悪化も懸念される。
【チャンス】地域内において企業としての信頼度が高く、若手人材も安定的に確保できてい
る。そのような中で、後継者不在に悩む企業の事業継承なども積極的に行っている。

総括

【コメント】当面は現状のまま継続していきたい。

　2019年に環境経営方針を定め、エコアクション21の取り組みをスタート
させたが、先行して進めていた新見エリアでは社員の環境への意識も徐々
に高まってきており、環境経営への取り組みが定着してきている。また、
他エリアに関しても、廃棄物処理業者の有効期限を確認するなど、意識の
高まりを感じることができた。まだまだ十分とは言えないが、新見エリア
の取り組みに倣って意識が変わっていくよう期待している。
　全体的に社員によってはまだまだ温度差があるように感じられるため、7
月に開催した経営指針発表会にて、グループディスカッションしてもら
い、エコアクションへの取り組みについても話し合ってもらった。環境経
営の意義や、エコアクション21への取り組み状況を再度説明するなど、全
社的に取り組まなければならない課題であることを再認識したので、今後
の課題としたい。
　また、新設部門やM&Aによってグループ化した関連会社においては環境
経営への取り組みは皆無だと思われる。まずは、中核企業である田中実業
で着実に取り組み、グループ全体への浸透を図りたい。

代表者による全体の評価と見直し・指示の実施日：2023年9月28日
代表者名：代表取締役　田中康信

環境経営方
針



                           
                           

　 耕作放棄地を有効活用し、
牛にとってストレスの少ない
放牧スタイルで飼育することで、
ヘルシーで美味しい牛肉を生産。

　

　
　

Ⅸ．参考資料（環境経営おける取り組み事例等）

限界集落や耕作放棄地など、山積する過疎地域の課題解決はもちろんですが、
脱炭素社会に対応した企業グループへと、大きく転換を図る上ために、
2016年に農業分野への参入を果たし、新たな事業の柱の構築に向け挑戦しています。

●2021年に事業継承した「ワタナベキカイ」で農業部門を強化

・新見地域の農業をサポート
・グループ内でのシナジーもあり 　
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■農業分野への参入

●株式会社いろりカンパニーでの和牛生産で地域を活性化

・地域ブランド・千屋牛や和牛のルーツ・竹の谷蔓牛など、放牧により飼育
・広報・販売活動や牧場での作業など、グループ一丸でサポート

田中実業の取引先・顧客へ
の直販や、各営業所でのイ
ベント、道の駅等の店舗で
販売を強化中。

自社ＥＣサイトでの販売の
ほか、新見市ふるさと納税
の各寄附サイトにも返礼品
として掲載中。



                           
                           

(株)タウンハウス　株式取得
竹内商店　ガス営業権買取
(有)高木石油店　株式取得
岩崎商店　ガス営業権買取
(有)黒田商事　株式取得
(有)渡辺機械　事業継承　→　農業サポート部門　新設
(株)岡北サービス　ガス営業権買取
長尾石油(株)　株式取得
(株)はま田　ガス営業権買取
(有)デイリーフーズ　事業継承　→　(株)デイリー　設立

　 　

・食品販売網を活用し、株式会社いろりカンパニーの牛肉の販売・加工を強化
・将来的には、地域の調理人材不足に対応したセントラルキッチン化も視野

2014年
2014年
2015年
2015年
2016年
2018年
2019年
2020年
2021年
2021年
2022年
2022年
2023年
2023年

-15-

(有)成羽石油　ガス営業権買取
(有)有行商店　ガス営業権買取

地域の経営資源を有効活用することで、新たな可能性を見い出しています。
これにより地域の雇用を守りつつ、自社グループの事業強化を図っています。
後継者不足に悩む小規模企業を積極的に買収しています。

■M&Aの実施

実施年 M＆A内容
マルフク　ガス事業継承　→　(株)マルフクプロパン　設立
岡山アポロガス　吸収合併
新見燃料商会　ガス営業権買収
福田燃料店　ガス・油営業権買収
山本プロパン　事業継承　→　(株)山本プロパン　設立
津山興業(株)　株式取得
(株)ツヤマオイル　株式取得

2007年
2009年
2009年
2010年
2011年

　

●2023年に事業継承した食品販売・加工の「デイリーフーズ」（新見市）



                           
                           

→

↓

→

　

過疎化が進む本社のある新見市では、メディアによる地域活性に取り組んでいます。
新見市民が地元に誇りを持ち、地域の未来のために動くきっかけを作りたい…。
経済の域内循環と外貨獲得のため、メディアを通して地域の魅力を発信しています。

●月刊フリーペーパー「にいみいろ」

・2018年7月の創刊から60号以上発行
・新聞折込媒体として地域の魅力発信

新見を元気にする特集や広告を掲載

〈最新情報や定番特集など〉
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■地域メディアの運営

〈創刊号〉

●地域情報ポータルサイト「まいぷれ新見市」

・2020年11月OPENのウェブメディア
・地域のニュースをタイムリーに収集



                           
                           

付与日数 取得日数 取得率 付与日数 取得日数 取得率

新見 621 345.5 55.6% 619 456 73.7% 18.0%

　 岡山 402 200.5 49.9% 390 161.5 41.4% -8.5%

津山 410 192 46.8% 437 278.5 63.7% 16.9%

真庭 96 31 32.3% 58 27 46.6% 14.3%

1529 769 50.3% 1504 923 61.4% 11.1%

・全社で10％以上改善し、有休取得率60％超えに。
　※部署単位では、前年より悪化しているところもあり。
・2023年からは、年間休日数も107日から110日にアップ。

・従業員へのアンケートで会社
　全体の幸せを可視化
　→従業員の幸福感を高め、創
　　造性・生産性向上を目指す

■約100問のアンケート結果を集計
　①コミュニティ・コミュニケーション
　②チームパフォーマンス
　③マネジメント
　④カラダ

　⑤マインド（幸福度）

　→5つの幸せ要素を点数化

●会社の成長や持続性に繋げる取り組み「幸せデザインサーベイ」
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●有休消化率の向上等

■働き方改革の推進
　

また、会社の幸せを可視化する「幸せデザインサーベイ」への参画も始めました。

時代が求める労働環境の在り方に対応すべく、現在取り組みを行っているところです。
従前から推進している有休消化率の向上に加え、直近では年間休日も増やしています。

本社・営業所・
ＳＳ・ﾜﾀﾅﾍﾞｷｶｲ

営業所

全社合計

営業所・ＳＳ

営業所・ＳＳ

第63期
改善率

第64期



                           

　
　

■より良い企業を目指した宣言
　

「SDGs宣言」に加え、2023年には「健康経営優良法人2023」に認定されました。
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これらの宣言を着実に実践・強化することで、より良い企業づくりに繋げていきます。

●SDGs宣言「地域社会を守り、豊かな暮らしに貢献する総合商社」

●健活企業として取り組みが評価された「健康経営優良法人2023」

・社員が健康は、医療費・保険費の削
　減、従業員の意欲向上、企業の生産
　性向上などに直結
　→全社員への健康習慣アンケートの
　　結果を元に、受動喫煙防止など、
　　具体的な社内環境の改善に取り組
　　んでいる。



                           
                           

　
　

・2023年に導入した16TBのハードディスク
　「NAS」は、この中に全社あるいは部署単位
　で共有フォルダの作成が可能
　→データ共有の円滑化やペーパーレス化に
　　※本機を岡山、サブ機を津山に設置し、
　　　BCP対策や情報漏洩対策も万全

●事務職員向け業務改善研修を実施

効率アップのためのシステム導入や勉強会を実施してきました。
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■業務効率アップのための新たな取り組み

●全社でデータを共有できるハードディスク「NAS」を導入

・目的

　各事業所内及び各事業所間における事務業務の効率化

・講師

　初回はアストモスアカデミーに依頼

・対象者

　各営業所及び本社の事務職員

・内容　

　事前アンケートで最も悩みが多かった「書類等の整理整頓」について議論

・検証

　書類保管の必要性や保管期間を理解することで、不要な書類を整理できる。

　→必要な書類の所在が明確になれば、業務効率が向上するという共通認識に。

・今後の展望

　書類の提出方法を少しずつデータ化→ペーパーレス化を促進させる。

　※このような勉強会自体を、対象者自らが企画し、継続的に行っていく。

　

特に、全ての従業員が関係してくる社内業務において、
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「少しでも成果が上がるように」「少しでも社会に役立つように」と、
それぞれが主体的にアイデアを出し、新たに挑戦する動きが出てきています。

●社内のエコアクション啓蒙表示に「見える化」を推進

【従来からの運用】黒文字表記の啓蒙表示

👇👇▼
【新たに開始した運用】挿絵を入れたり文字色・書体を変え、より見やすく表示

●分別の取り組みから派生した社会貢献活動

【新見エリアで運用開始】それぞれの収集活動の目的もわかりやすく表示

 〈ベルマーク〉  〈ペットボトルの蓋〉 〈使用済み切手〉

　

■その他（小さなことからコツコツと）
エコアクションの取り組みについて、メンバーで話し合いを重ねるうちに、
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